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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第４部門第１区分
【発行日】平成20年6月19日(2008.6.19)

【公開番号】特開2007-327244(P2007-327244A)
【公開日】平成19年12月20日(2007.12.20)
【年通号数】公開・登録公報2007-049
【出願番号】特願2006-159250(P2006-159250)
【国際特許分類】
   Ｅ０２Ｄ  19/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｅ０２Ｄ  19/04    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成20年4月25日(2008.4.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
【特許文献１】特開平１１－１１７３１６号公報
【特許文献２】特開２００４－３１６１３３号公報
【特許文献３】特開２００５－０４２４８０号公報
【特許文献４】特開平１１－１１７３１５号公報
【特許文献５】特許第３６６８１７７号公報
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２５】
　上段枠体11を下段枠体10上に積み上げて各柱材17と結合したのち、図３（Ｆ）に示すよ
うに、積み上げた枠体10、11の内部を排水してドライな作業環境を作る。排水作業は、支
保工21の設置位置まで水位を低下させるステップと、その設置位置の枠体10、11と水中構
造物１との間に支保工21を設置するステップとを、繰り返しながら段階的に行うことがで
きる。図示例の支保工21は、構造物１の巻き立て部25に圧接する空洞付き切梁受け金具（
特許文献５の切梁連結具を参照）22と、枠体10、11に結合するブラケット24と、両者の間
のジャッキ23とを有する（図１参照）。このような支保工21を、排水時又は排水直後に枠
体10、11と水中構造物１との間に架け渡す。排水の完了後、ドライな作業空間内に必要な
足場等を組んで構造物１のＲＣ巻き立て補強作業を開始する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２９】
１…水中構造物（橋脚）　　　　　1a…アンカー
２…橋桁　　　　　　　　　　　　３…水底
3a…浚渫域　　　　　　　　　　　４…鋼管矢板
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５…構造物基礎　　　　　　　　　６…拡径ブラケット
７…支持基盤（砕石層）　　　　　7a…基盤材（砕石）
８…接合金具（スタッドジベル）　９…止水材
10…下段筒状枠体　　　　　　　　10a、10b…分割枠片
11…上段筒状枠体　　　　　　　　11a、11b…分割枠片
12…周方向梁材（リング材）　　　13…連結部（シール部）
14…埋込枠体　　　　　　　　　　15…ボルト
16…結合具　　　　　　　　　　　17…柱材
18…埋込柱材　　　　　　　　　　19…ボルト
20…水中不分離コンクリート　　　20a…打設管
21…支保材（切梁）　　　　　　　22…空洞付き切梁受け金具
23…ジャッキ　　　　　　　　　　24…ブラケット
25…巻き立て部　　　　　　　　　26…吊り下げ装置（チェーンブロック）
27…台船　　　　　　　　　　　　28…潜水士
29…連結部　　　　　　　　　　　30…プレキャストパネル
31…スキンプレート　　　　　　　32…縦梁
33a、33b…横梁　　　　　　　　　34…縦リブ
35…挿通孔　　　　　　　　　　　36…凹部
37…凸部　　　　　　　　　　　　38…嵌合部
39…横シール材　　　　　　　　　40…アンカーボルト
41…可撓性部材　　　　　　　　　42…スカート部
43…補強プレート　　　　　　　　44…注入管
ｈ…仮締切高さ　　　　　　　　　ｗ…所要径


	header
	written-amendment

